
参
議
院
選
挙

近
ず
き
ま
し
た

明
る
く
正
し
い
選
挙
に
努
め
ま
し
よ
う

昭 和 ４ ０ 年

人 口 の うご き
５月１日現在

世帯数　　1, 756 戸
人ﾛ　ﾘ１　3, 912 人

女　4, 246

計　　　8, 158

６ 月　１　日

８　２ 号
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発行者　稲 田 正治
編集人、斉藤元宣

青
少
年
健
全
育
成

母
の
日
、
子
供
の
日
を
有
意
義

に
す
ご
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
り
た
い
と
、
五
月
一
日
か
ら

五
日
の
間
に
各
部
落
毎
に
、
名
種

の
意
義
あ
る
行
事
が
も
た
れ
た
。

次
の
通
り
で
あ
る

部
落
名

滝
　
坂

一
瀬
中
畑

樅
　
木

宗
　
頭

兎
峻
谷

麓
上
中
小
野

下
中
小
野

辻
　
並

行
事
名

映
芸
会

公
　
食

懇
談
会

会
　
食

化
ま
つ
り

竝
　
食

呼
冐
大
会

仝
竝
　
食

懇
談
会

映
画
会

仝仝仝仝
演
芸
会

所
要
維
賢

二
四
四
五
円

一
六
三
四

ニ

ー
○
○

一
一
九
〇
二

四
二
六
万

二
二
〇
〇

二
七
七
し
い

四
四
八
〇

ニ

ー
○
六

映
画
会
　
　
二
五
〇
〇

山
陽
町
埴
生

潮
干
狩
　
一
四
二
一
〇

魚
釣
海
藻
取

会
　
食
　
　

匸
二
五
〇

一
　
球
技
大
会
五
〇
〇
〇

球
技
大
会
　
三
八
六
〇

演
芸
会
　
　
二
三
〇
〇

球
技
大
会

体
育
大
会
一
六
九
五
∩

市
生
　
島

津
　
雲

土
手
中
村

大
　
竹

正
楽
寺

久
　
原

豊
　
原

平
野
浅
　
田

沢
　
江

二
条
窪

上
　
ゲ

野
波
瀬

上
東
方

下
京
万

小
　
島

明
峰
寺
見
学
　
会
食

湯
免
温
泉
　
二
七
七
〇

坏
育
大
会
　
七
〇
〇
〇

化
ま
っ
り
会
食

果
子
配
布
　
三
四
九
〇

懇
談
会
会
食
一
五
〇
〇

懇
談
会
　
　
三
一
〇
〇

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（

イ
キ
ン
グ
宝
さ
が
し

体
育
大
会
　
七
六
五
○

萩
明
神
池
笠
山
（

イ
キ

ン
グ
　
　
　
ニ
Ｌ
二
〇

懇
談
会
会
食
六
二
〇
〇

湯
本
大
寧
寺
参
拝
　
球

技
大
会
　
一
〇
八
〇
〇

供
に
次
の
様
な
問
題
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
方
は
、
気
軽
に
青
少
年
問

題
相
談
所
（
毎
月
十
日
、
公
民
館

午
后
一
時
一
四
時
）
を
ご
利
用
下

さ
い
。

⑥
行
状
や
考
え
方
に
不
安
が
あ
り

思
い
悩
ん
で
い
る

⑥
進
学
や
就
職
の
問
題
で
困
っ
て

い
る
（
修
学
資
金
や
就
職
仕
度

金
の
問
題
を
含
ひ
）

洳
）杠
肭
の
子
供
の
遊
び
マ
ゴ
勁
に

不
安
や
危
険
を
匕
し
、
何
と
か

し
て
貰
い
た
い
等

つ

づ

け

よ

う

生

活

の

中

に

計

画
し
て

い
つ
ま
で
も

こ
の
盛
大
な
各
種
行
事
を
ふ
り

返
っ
て
、
部
落
青
少
年
健
全
育
成

会
（
会
則
の
あ
る
も
の
一
四
、
会

則
は
な
い
が
実
質
活
動
中
の
も
の

八
）
の
限
り
な
き
、
前
進
に
敬
意

を
捧
げ
た
い
。

然
し
自
分
の
子
供
や
近
所
の
子

一
安
全
な
横
断

横
断
歩
道
を
横
断
す
る
時
は
、

手
を
あ
げ
て
運
転
者
に
合
図
し

正
し
い
横
断
を
習
慣
化
す
る

横
断
歩
道
が
な
い
道
路
を
横
断

齒
■
・
一
一
Ｓ
Ｉ
一
ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
一
一
一

Ｓ
Ｓ

艢
ｑ
Ｓ
Ｓ
－
一

Ｓ
嘴
矚
Ｉ
Ｓ
Ｓ
－

Ｓ
Ｓ
Ｓ
－
Ｓ
繝
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
あ
軸
Ｓ
羈
Ｓ
Ｓ
一

Ｓ
■
嚊
一
一

Ｓ
一
一
一

栄
養
と
母
子
対
策

北
浦
地
方
の
学
童
の
体
位
体
力

の
劣
っ
て
い
る
原
囚
は
、
栄
養
と

の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
究
明
す
る
た
め
昭
和
四
十
年

度
三
隅
町
共
同
保
健
計
画
に
、
母

子
対
策
争
業
の
重
点
施
策
と
し
て

採
り
上
げ
、
客
観
的
諸
条
件
か
ら

宗
頭
小
学
校
卜
を
指
定
し
て
、
長

門
保
健
所
の
全
而
的
指
導
応
援
の

も
と
こ
の
問
題
と
収
り
絹
ん
で
い

即
ら
五
ヵ
年
計
画
で
生
活
環
俔

栄
複
嗔
取
調
査
な
ら
び
に
身
体
検

葭
等
を
行
い
、
こ
の
資
料
４
科
学

的
に
分
析
し
又
、
今
後
の
母
子
対

策
の
参
考
に
す
る
も
の
で
あ
冫
ｌ

こ
わ
ま
で
幼
稚
園
小
学
匕
の
児

童
に
対
し
身
長

、
胸
囲
、
体
重
等

の
体
格
測
定
’．へ
ら
ひ
に
夸
筋
力
、

肺
活
量
、
握
力
に
よ
る
体
力
テ
ス

ト
、
或
は
尿
蛋
白
、
寄
生
虫
検
査

歯
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
検
診

を
行
い
地
区
内
全
世
帯
を
怛
揄
に

生
活
環
境
調
査
を
実
施
し
に
。
な

お
毎
年
行
わ
れ
て
お
る
県
民
栄
養

調
査
と
併
行
し
て
、
地
区
内
三
十

世
帯
を
無
作
為
抽
出
に
よ
り
栄
養

匳
取
状
況
を
五
日
間
に
わ
た
り
調

査
し
た
。

生
活
扁
境
調
査
は
家
屋
構
造
、

照
明
、
気
温
、
湿
度
、
家
族
の
労

働
条
件
、
通
学
距
離
、
水
質
検
査

等
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
調
べ
栄
養

調
査
は
食
事
毎
の
食
物
の
量
、
間

食
、
食
費
等
か
な
り
立
ち
入
っ
た

と
こ
ろ
ま
で
記
録
し
、
こ
れ
と
併

せ
家
族
全
員
の
身
体
検
査
を
実
施

し
た
。

以
上
か
ら
得
だ
資
料
を
集
計
し

て
分
析
検
討
を
加
え
た
な
ら
ば
何

等
か
の
曙
光
が
見
ら
れ
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

最
後
に
こ
の
訓
査
に
ご
協
力
下

さ
っ
た
圸
ド
住
嶋
の
方
々
に
感
謝

す
る
と
共
に
今
後
一
層
の
ご
協
力

を
願
い
ま
す
。

（
沢
江
を
行
く
パ
レ
ー
ド
）

す
る
と
き
は
、
ワ
ン
、
ツ
ー
、

ス
リ
ー
、
ゴ
ー
で
右
左
の
女
全

を
確
認
し
て
倣
断
す
る
。

⑧
児
童
、
幼
児
を
は
し
め
歩
行
者

事
故
は
、
直
前
直
後
の
横
断
、

飛
出
し
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を

禁
止
す
る

⑧
運
転
者
は
縦
斷
歩
逎
直
前
で
Ｉ

時
停
止
の
励
行
す
る

○
交
通
暴
力
の
追
放

ぷ
つ
ぱ
ら
い
運
転
を

尨
放
す
る
た
め
、
運

転
者
、
運
転
者
の
家

朕
、
職
場
、
地
域
で

「
酒
を
の
ん
だ
ら
運

転
し
な
い
」
を
徹
底

す
る
　
　

。

無
免
許
運
転
を
な
く

す
た
め
「
エ
ン
ジ
ン

キ
イ
」
の
保
管
を
確

実
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
無
免
許
者
は
自

党
自
戒
す
る

余
祐
の
あ
る
運
転
態

度
と
最
高
速
度
の
厳

守
が
、
安
全
運
転
の

要
仟
で
あ
る
の
で
。

几
掛
迎
転
に
徹
す
る

佃
ひ
き
逃
げ
事
件
の
追
放
の
た
め

に
、
被
害
者
目
撃
者
に
よ
る
、

事
件
の
早
期
届
出
の
励
行
を
は

か
り
、
絶
無
を
き
し
た
い

⑥
減
光
運
転
　
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の

減
光
　
下
向
照
射
　
徐
行
の
励
行

○
踏
切
道
進
行
の
確
保

⑧
踏
切
で
は
直
前
で
一
且
停
止
と

安
全
硝
認
の
励
行
を
お
こ
な
う

こ
の
様
に
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の

実
践
を
習
慣
づ
け
よ
う
。

調
査
は
三
月
八
口
に
実
施
、
当
時
の

一
年
二
年
各
五
〇
名
宛
各
学
年
と
も

男
女
各
二
五
名
宛
を
取
り
あ
げ
た
。

毎
日
規
則
正
し
く
家
庭
で
学
習

す
る
こ
と
は
、
生
活
に
け
じ
め
を

つ
け
る
こ
と
、
学
力
向
上
の
基
に

な
る
な
ど
、
人
間
形
成
の
上
で
大

き
い
意
義
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。

問
　
あ
な
た
は
家
庭
で
毎
日
勉

強
し
て
い
ま
す
か
。一

年

二
年

計

・

は
い
　
　
　
　
3
2
　
2
8
　
6
0

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
毎
口
し
て
い

る
が
、
そ
の
時
間
は
ど
う
か
？

・
三
十
分
前
後
　
6
　
7
　
1
3

・
一
時
間
位
い
　
8
　
8
　
1
6

・
一
時
問
半
　
　
6
　
4
　
1
0

・
二
時
間
　
　
　

５
　
４
　
９

１
二
時
間
半
　
　
４
　
２
　
６

・
三
時
間
以
上
　
０
　
３
　
３

中
学
佼
で
は
、
少
く
と
も
二
時
間

以
上
の
家
庭
学
習
を
要
望
し
て
い

る
の
だ
が
、
時
間
の
点
か
ら
は
一

ハ
パ
ー
セ
ン
ト
が
そ
の
条
件
に
叶

っ
て
い
る
。
し
か
し
せ
め
て
六
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
二
時
問
以
上

に
な
っ
た
な
ら
ば
と
思
う
の
だ
が

無
理
な
相
談
で
あ
ろ
う
か
。

問
　
家
庭
学
習
を
い
つ
し
ま
す

か
。

・
帰
宅
後
　
　
　

４
　
２
　
６

・
夕
食
俊
　
　
　
2
0
　
2
0
　
4
0

颶
夜
　
中
　
　
　
6
　
7
　
1
3

殤
咄
　
　
　
　
　

０
　
１
　
１

勉
強
の
能
率
が
最
高
の
時
は
い
っ

頃
か
と
い
う
こ
と
は
一
概
に
は
言

え
な
い
よ
う
だ
。
朝
型
、
夜
型
、

昼
型
い
ろ
い
ろ
の
型
が
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
自
分
の
経
験
や

家
の
事
情
、
周
囲
の
状
況
か
ら
条

件
の
よ
い
時
刻
を
選
べ
ば
い
い
の

で
あ
っ
て
、
夕
方
と
か
夜
中
に
抱

泥
す
る
必
要
は
な
い
。
疲
労
回
復

の
た
め
の
睡
眠
時
間
と
環
境
と
の

か
ね
合
い
か
ら
自
ぽ
の
意
志
で
決

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
し

て
規
川
止
し
い
生
活
習
凱
が
形
成

さ
れ
る
と
申
し
分
な
く
な
る
わ
け

で
あ
る
。
習
慣
は
第
二
の
天
性
と

か
。

（
三
隅
中
生
徒
調
査
）

山

ぱ
‘コ

夏 柑 選 果

３月22 日 か ら ６ 月 上 旬 迄夏 柑 の 選
果、発ぷが始まっr こ。本年は三隅
500屯油谷130屯で、貨車63両２
０Ｋ 入 り477 仙 積 戟 ）を 二j lもし てい
ろ。北陸、信越、京都、仙台方面
が土で遠く、北海海こも送ってい
る。 巾 場 価 啗は 凉 剛 ふ江が1500 円
で あ っ弌 が 、 現 滉 は品 仞に よ り13

00 －600円 で あ る。

え び ね 蘭 研 究 並 び に 鑑 賞 会

５月５日町公民館において日本蘭協会中国
西 支 部 の 懇 請 に よっ て 、 花 の 会 が 開 催し た
広 大 教 授 ４名 を 始 め、 世 界的 権 威 米 沢 氏 を
まじえ約６０名が、８８鉢を持参して参集
し た。 色 相 、 草 状 、 花 型 の 変異 の 巾 の 広 さ
に 驚 き 、こ れが 原 因 の 遺 伝 、 分 布 地 理 と 環
境 が 検 討 さ れ 、宝 庫で ご)ろ こ とを 俑 認 し た
こ わ が 今後 の 保 持 は ぷに; 文 化水 凖 に まっ こ
と 多 大で 、 その 似打脯じ を に ぜ ら｡か たい

中、小学校の恒例｣の修学旅行

三中では５月１２日より１５日迄、西海一長崎
一 雲 仙一 熊 本一 阿 蘇 一 別 府 一 小 倉 コ ー スで ２ ４
２名( 男子129名女子113名) か村田校長の引卒
のもとに実施した。長崎での改り０) すさまじさ
雲仙かヽらの唯識、熊本城の偉人ムノ九州横断道
路 の 快 適 。 水 前 寺 公 園 の 箱匳じ) ) j し さ 封 、人 生
行八のよき思い出となった。三小学沒は小倉、
八幡方而で、新聞社やＮＨＫ、製菓会社を見学
始 め て の 外 泊 で 楽 しい 旅 行で し た っ

野 波 瀬 舟 曵 場 完 成

４月１２日12 12万円の施工費（施行者
黒瀬港湾ＫＫ）をかけた舟曳場が待望の竣工
式を行っ7こ。漁協組合ではこの施設に、動
力巻揚機や舟台刀設置を画策巾である。こ
りT）様な漁港機能施設も細合を中心に漁民の
心が結災し、更に国、県、町い絶大なる援
助:いあっ て 生 み 出し こここ とを 銘 肝 して 、 こ
０ 施 設 を六 ぷ 二友 効 に 刊11］し生 産 増 強 さ れ
るこ とを 望 み 九才

花
い
っ
ぱ
い

豊
栄
苑
か
ら
扇
月
橋
ま
で
の
国

道
に
そ
っ
て
、
カ
ン
ナ
の
道
を
光

成
す
べ
く
、
花
の
会
で
球
根
を
造

成
し
更
に
植
付
を
行
っ
て
【
婦
人

会
花
の
道
奉
仕
グ
ル
ー
プ
】
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
て
い
る
。

婦
人
会
で
は
、
こ
こ
は
勿
論
全

町
に
亘
っ
て
、
道
路
、
公

共
物
附
近
広
場
等
に
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し

て
い
る

寿
大
学
生
も
朝
顔
夕
削

１

１

‐

ざ す 水 高 水泳 部 か ら 各 季 問 使 用 の 申込 を う け る 等

前 評判 は 上 乗 で あ る。

を
始
め
各
種
の
草
花
を
、
鉢
値
に

家
の
佃
て
ツ
に
と
努
力
を
続
け
て
い

る
。
各
学
校
で
も
学
咬
園
べ
勿
論

部
落
子
供
会
が
夫
々
「
花
ぺ
、し
な

り
」
花
を
そ
だ
て
愛
す
る
、
こ
と

に
更
に
一
段
と
努
力
し
て
下
さ
い

家
崕
で
も
、
花
を
そ
だ
て
緑
化

に
つ
と
め
、
自
然
風
致
を
愛
護
し

Ｊま
し
よ
’つ
。

あ
ぶ
な
い
置
石
　
列
車
脱
線
事
故
を
防
ぎ
ま
し
よ
う

完 成 近 い 湯 免 温 泉 プ ー ル

温 水を 導 入し 、環 流 浄 化 装 置 を 施 工 し て 街 生 管 理

の完壁をⅢつだプールも約1000万円（土地買収

広
報

等 も含 む ） を かけ 漸 く８ 分 通 りの 工月: iを 終了 して

最 后 の 仕 上げ に 努 め て い る。 附 属施 設 （脱 衣場 、

便所、管理人控所、洗身、洗眼装置等）も完備し

て ６ 月 ２ ７ 日 （予 定 ） の プ ーJ L開 きを 俟 つて 一 般

に 開 放 さ れ る

防 火の 使 用 を 果 す こ と は勿 論 「 観 光湯 免 」 の 評 価

を高 め ろだ け でな く 、 メ キ シ コ オ リン ピ ッ クを め

交
通
安
全

家
庭
学
習



け
し
大
麻
の
不
正
栽
培
の
防
止
　
発
見

異
常
気
象
と
農
作
物
対
策

農業メ　モ

今
年
は
昨
年
に
引

き
異
常
天
候
が

予
想
さ
れ
て
お
り
、

既
に
今
春
の
崕
俣
期
は
異
常
低
温

乾
そ
う
続
き
を
記
球
し
、
農
作
物

に
も
大
き
な
影
郷
ブ
じ
与
儿
て
お
り

ま
す
ス
今
年
は
特
に
人
明
の
大
飢

饉
（
今
か
ら
一
八
〇
年
前
）
が
発

生
し
た
気
尿
に
類
似
し
て
い
る
と

云
わ
れ
、
充
分
注
意
す
る
と
と
も

に
農
作
物
も
気
象
を
考
慮
に
入
れ

て
栽
培
し
、
豊
作
を
か
ら
と
り
た

い
も
の
で
す
。

（
参
考
）天
明
の
異
常
気
象
と
は
？

夕
目
本
凶
荒
史
考
４
に
よ
る
と
、

夏
東
北
霖
雨
、。
秋
幾
内
東
海
諸
国

洪
水
、
ま
た
日
本
気
象
史
料
総
覧

に
よ
る
と
、
五
１
七
月
詰
国
大
旱

魃
、
七
月
二
六
日
佐
良
大
洪
水
、

八
月
囚
幡
、
大
阪
落
雷
、
讃
岐
、

美
作
風
水
、
九
月
十
五
目
近
幾
、

東
㈹
迫
大
雨
洪
水
、
二
七
日
奥
羽

雷
風
洪
水
。
十
一
月
二
目
伊
予
大

風
等
、
今
年
は
昨
年
の
太
陽
黒
点

数
の
異
常
緇
少
の
あ
と
を
受
け
た

極
少
后
第
一
年
目
に
当
り
、
最
辷

の
か
た
よ
り
の
大
き
い
異
常
天
候

か
ら
み
て
、
可
能
性
が
大
き
く
警

戒
皿
嬰
寸
年
で
あ
る
と
云
・瓦
ま
す

梅

雨

、

台

風

の

予

想

……
’（
福
岡
管
区
気
象
台
）

①
蝉
巾
の
は
し・り
は
五
月
下
旬
－

平
年
ご
み
）
か
ら
始
る
。

②
梅
巾
人
り
は
平
年
な
み
か
多
少

早
く
、
六
月
上
旬
に
な
る
見
込
み

③
㈹
雨
迎
山
半
（
梅
出
人
り
か
ら

六
月
下
旬
蘭
半
ま
で
）
の
雨
量
は

全
収
に
平
年
よ
り
少
い
。

④
六
月
ド
句
の
後
半
か
ら
、
七
月

上
旬
に
か
け
て
の
銜
雨
末
期
に
は

、
一
上
一
回
大
雨
が
降
ろ
恐
れ
が

あ
る
。

⑤
梅
雨
明
け
は
七
月
上
旬
だ
が
、

中
旬
の
前
半
は
雲
や
に
わ
か
雨
が

多
く
、
本
格
的
に
安
定
し
た
真
夏

と
な
る
の
は
、
七
月
の
中
旬
後
半

か
下
旬
に
な
る
見
込
み
。

⑥
台
風
の
進
路
い
か
ん
に
よ
つ
て

は
、
水
不
足
の
お
こ
る
お
そ
れ
が

あ
る
。

⑦
台
風
の
年
間
発
生
量
は
平
年
並

⑧
本
邦
に
影
響
す
る
台
風
は
昨
年

よ
り
多
く
四
１
五
個
ぐ
ら
い
。

異
常
気
象
に
対
す
ろ
農
作
物

刻
郤

（
水
稲
）

①
麦
の
成
熟
が
遅
れ
、
田
植
期
ま

で
の
農
作
業
が
労
力
不
足
ぎ
み
と

な
る
の
で
、
共
同
作
業
等
に
よ
り

機
械
利
川
を
充
分
行
い
こ
れ
を
補

う
こ
と
。

②
災
害
度
の
分
散
か
ら
、
卓
串
晩

品
柮
の
組
合
せ
を
考
慮
す
る
こ
と

③
苗
代
管
理
に
留
意
し
健
苗
育
成

に
努
め
る
こ
と
。
特
に
高
温
下
に

お
け
る
徒
長
芭
、
病
害
虫
防
除
等

④
本
田
肥
料
は
元
肥
重
点
よ
り
も

天
候
を
み
て
追
肥
主
体
と
す
る
。

⑤
二
化
螟
虫
は
平
年
五
月
下
旬
第

」
化
の
発
蛾
最
盛
で
あ
っ
た
が
今

年
は
約
一
〇
囗
遅
れ
で
、
稲
体
が

太
く
な
っ
て
喰
入
す
る
の
で
生
虫

率
は
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

苗
代
及
び
本
田
初
期
の
徹
底
防
除

が
必
要
。

⑥
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
后
述

（
果
樹
及
び
蔬
菜
）

①
果
樹
栽
培
は
特
に
水
分
の
競
合

が
起
ら
ぬ
よ
う
下
草
の
刈
取
。
及

び
旱
肌
證
叱
に
敷
藁
を
励
行
。

②
天
気
が
方
寄
る
と
病
害
虫
が
異

常
発
生
す
る
の
で
、
充
分
注
意
し

、
施
肥
の
具
合
、
早
期
防
除
等
を

行
う
。

③
か
ん
水
施
設
が
不
備
な
と
こ
ろ

は
今
か
ら
準
備
し
て
置
く
こ
と
。

④
集
巾
豪
雨
で
園
地
の
肥
料
や
土

が
流
亡
す
る
の
で
草
生
栽
培
や
敷

草
に
よ
り
防
止
す
る
こ
と
。

よ
う
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

・
Ｐ
Ｃ
Ｐ
剤
と
は
？

市
販
Ｐ
Ｃ
Ｐ
水
和
剤

Ｐ
Ｃ
Ｐ
粒
剤

Ｐ
Ｃ
Ｐ
尿
素

パ
ヘ
ヲ
ノ
螳
刑
等

有
機
隣
製
剤

三
九
年
の
全
国
に
お
け
る
劇
毒

農
薬
に
よ
る
事
故
を
み
る
と

中
毒
が
撒
羂
作
業
で
　
一
七
五
人

誤
川
　
　
で
　
　
二
七
人

自
殺
他
殺
で
　
一
〇
九
人

死
亡
が
撒
布
作
業
で
　
　

匸
一
人

誤
川
　
　
で
　
　
一
九
人

自
殺
他
殺
で
　
七
八
〇
大

と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
－

Ｐ
Ｃ
Ｐ
剤

農薬の危害防止

近
年
水
稲
作
の
省
力

技
術
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｐ
剤

の
水
田
使
用
が
急
速
に

増
加
し
て
い
る
が
魚
具

類
等
に
対
す
る
被
害
発

生
防
止
の
た
め
、
昭
和

三
十
八
年
法
律
第
八
七

号
で
、
農
家
が
自
か
ら

水
産
業
等
に
迷
惑
を
掛

け
ぬ
よ
う
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
次
の
よ
う
に

さ
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

①
使
用
出
の
畦
は
特
別
に
高
く
し

排
水
口
に
は
そ
の
高
さ
ま
で
の
厚

さ
の
板
で
漏
水
を
塞
ぐ
こ
と
。

②
使
川
田
に
は
標
識
を
す
る
こ
と

②
大
雨
が
降
ろ
前
后
は
使
川
を
避

け
る
こ
と
。

④
使
用
ｍ
の
水
は
少
な
と
も
Ｉ
〇

日
間
は
排
水
し
な
い
こ
と
。

⑤
漏
水
田
、
冠
水
田
の
使
用
は
避

け
る
こ
と
。

面
河
川
等
の
流
れ
水
で
の
使
用
器

具
の
洗
浄
を
避
け
る
。

⑦
被
害
を
認
め
た
ら
町
長
に
速
報

す
る
こ
と
。

③
水
産
業
者
は
被
害
を
被
ら
な
い

本
町
で
は
、
農
家
の
理
解
に
よ

り
特
定
毒
劇
物
ご
薬
は
一
切
使
用

し
な
い
こ
と
を
申
し
合
せ
、
他
町

村
に
さ
き
が
け
螟
虫
駆
除
に
も
、

バ
イ
ジ
ツ
ト
を
使
っ
て
無
事
故
で

あ
る
が
一
部
低
毒
農
薬
が
な
い
た

め
夏
柑
に
フ
ツ
ソ
ー
ル
、
稲
の
ヨ

ト
ウ
類
に
Ｅ
Ｐ
Ｎ
と
強
吉
性
の
使

用
止
ひ
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る

が
、
必
す
指
定
使
川
者
が
事
前
に

届
出
し
、
周
囲
に
公
示
し
た
上
で

の
共
同
防
除
で
な
け
れ
ば
許
さ
れ

な
い
。

今
年
も
指
示
亊
項
を
良
く
守
っ

て
無
事
故
で
あ
る
よ
う
に
。

畦
畔
苗
代
の

病
害
虫
防
除

三
年
間
続
け
た
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ

バ
イ
（
稲
黄
化
委
縮
病
）
、
ヒ
メ

ト
ビ
ウ
ン
カ
（
稲
稿
葉
枯
病
）
の

在
こ
の
伝
勁
病
に
対
す
る
予
防
接

種
が
な
い
の
で
各
自
の
注
意
が
強

く
要
望
さ
れ
ま
す
。
最
も
手
収
り

早
い
方
法
と
し
て
手
洗
い
が
あ
り

ま
す
食
事
の
前
、
用
便
後
は
必
ず

手
洗
い
を
励
行
し
ま
し
よ
う
。

日
本
悩
炎

致
命
率
が
高

く
神
経
障
害
を

残
す
こ
と
が
あ
り
悲
惨
な
生
涯
を

送
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
在
こ

の
病
気
に
か
か
る
と
抗
生
物
質
も

無
効
で
治
療
法
が
な
い
の
で
予
防

届
出
に
つ
と
め
ま
し
よ
う

十
一
日
　
健
民
運
動
地
区
別
協

議
会
（
大
津
　
阿
武
）

十
五
日
　
水
稲
畦
畔
一
斉
防
除

十
六
日
　
水
稲
植
付
開
始

十
六
日
、
十
七
日

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
実

施
中
旬
　
定
例
農
業
委
員
会
、

社
会
教
育
委
員
会
、
福
祉

年
金
定
時
届
、
日
本
脳
炎

予
防
接
種
、
マ
マ
さ
ん
協

力
員
集
会

二
十
八
日
　
家
庭
教
育
学
級
（

小
学
）

二
十
八
日
、
二
十
九
日
、
三
十

６ 月行事メモ日
　
水
稲
管
理
講
習
会

二
十
八
日
　
青
年
学
級
Ａ
コ
ー

ス
下
旬
　
定
例
教
育
委
貝
会

体
育
指
導
員
集
会

（
七
月
）

四
日
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日

上
旬
　
夏
の
健
康
を
守
る
運

動中
旬
　
町
議
会
、
定
例
教
育

委
員
会

学
期
末
町
円
校
館
説
集
会

農
業
婦
人
学
級

二
十
五
日
　
夏
期
ラ
ジ
オ
体
操

の
会
閃
始

「
写
真
説
明
」
香
月
泰
男
氏
蔵

エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
内
に
安

置
さ
れ
た
王
者
の
ひ
つ
ぎ
棺
の
一

部
　
四
千
年
位
前
の
も
の

し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
に
力

を
注
ぎ
、
ま
た
、
奉
仕
活
動
と
し

て
、駅
、公
民
館
等
に
貸
雨
傘
の
設

荳
を
つ
づ
け
る
鄒
に
な
っ
て
い
る

出
生
　
　
四
月
分

部
落
名

滝
　
　
坂

兎
渡
谷

下
中
小
野

市野
波
瀬

小
　
　
島

小
　
　
島

東
　
　
方

豊
　
　
原

豊
　
　
原

沢
　
　
江

部
落
名

滝
　
　

坂

兎

渡

谷

上
中
小
野

生
　
　

島

野

波

瀬

小
　
　

島

二

条

窪

沢
　
　

江

父
親

忠
勝一勝

好
人

輝
夫喬弘

小
一

安
直

重
良

計
助

氏
　
　
名

山
辺
文
代

藤
井
理
代

水
野
　
修

勝
屋
由
美
子

高
野
隆
冶

山
村
裕
司

大
西
秀
樹

安
藤
和
則

前
田
さ
と
み

山
中
栄
吏
子

大
谷
亘
冶

氏
　
　
名

村
田
ソ
メ

森
重
ナ
ミ

篠
原
松
造

横
山
権
次
郎

北
村
博
一

鴟
尾
梅
道

西
田
鉄
蔵

山
崎
ハ
ル

五
月
分
（
二
十
四
日
迄
）

中
　
　
畑

上
中
小
野

上
中
小
野

野

波
瀬

小
　
　
島

豊
　
　
原

小
田
留
吉

小
川
ヒ
サ

松
崎
ル
キ

石
津
晶
司

嶋
尾
証
道

清
見
キ
ク

攅
長治勲

武
勘
一

年
令

八
三

七
三

六
一

六
六

三
八

七
二

七
四

七
三

七
二

六
一

八
四三

七
〇

六
七

紙 は あ て が っ て も

ツ ー ン と や るの は 自 力 で

み人なリッバに見えるけど

どれどれーマユにツバつけてー

畦
畔
苗
代
防
除
も
今
年
は
、
ヒ
メ
　
れ
る
。
今
年
は
六
月
十
五
日
畦
畔

ト
ビ
の
発
生
が
約
一
〇
日
遅
れ
（
　
苗
代
一
斉
防
除
の
計
画
で
あ
る
か

六
月
十
三
日
頃
）
で
本
川
持
込
み
　
ら
集
団
態
勢
を
と
と
の
え
て
下
ぷ

の
危
険
度
が
高
い
。
特
に
早
植
す
　
い
。

る
山
間
地
帯
で
は
被
害
が
予
想
さ

青婦
年人

運

営

＼と

方

針

私
た
ち
の
手
で
、
明
る
く
豊
か

な
郷
土
を
つ
ち
か
う
た
め
に

匸

家
庭
教
育
の
振
興
を
は
か

り
、
子
女
の
健
全
育
成
と
、
体

位
向
上
に
つ
と
め・
ま
し
よ
・う
。

一
、
生
活
と
政
治
の
結
び
づ
き

を
、
再
認
識
し
、
政
治
意
識
を

高
め
ま
し
よ
う
。

一
、
経
済
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
、
家
庭
生
活
の
合
理
化
を

ぽ
か
り
ま
し
よ
う
。
以
上
を
重

点
目
標
と
し

月
　

行
事
　
　

徳
目
　
　

備
考

四
　

婦
人
週
間
　

読
書

開
講
式

町
民
体
育

大
会

五
　
子
供
の
囗

母
の
囗

招
魂
祭

六
　
共
同
炊
事

七
　
環
境
所
生

保
健
管
理

八
　
盆
踊
入
会

慕
地
・清
掃

九
　
総
公

敬
老
会

一
〇
勤
労
感
謝

一
一
生
活
の
合

理
化

バ
レ
ー
大

会

匸
一
産
業
祭

こ
ス
化
蝠

一
　
成
人
式

互
礼
公

二
　
敬
姑
会

卓
球
大
会

三
　
閉
講
式

反
省
会

か
か
つ
て
か
ら
で
は

伝
染
病
の
多
発
期

が
大
切
で
す
。
蚊
の
駆
除
を
て
る

と
共
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
す

る
こ
と
も
肝
要
で
す
が
先
ず
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

今
年
度
は
保
育
所
、
幼
稚
錙
、

小
中
学
校
の
兒
童
生
徒
に
対
し
て

は
半
額
町
費
負
担
で
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す
一
般
任
民
に
つ
い
て

は
有
償
で
六
月
中
旬
に
行
う
予
定

で
す
。

な
お
気
温
上
昇
と
共
に
食
中
毒

も
多
く
な
り
ま
す
の
で
暴
飲
、
暴

食
を
避
け
快
眠
、
快
食
、
快
便
に

努
力
い
こ
し
ま
し
よ
う
。

遅
々
と
し
た
歩
み
で
す
が
深
い
御

理
騨
と
暖
か
い
御
協
力
に
よ
っ
て

雎
か
ら
も
受
さ
れ
る
婦
人
会
に
な

り
ま
す
よ
う
に
、
尚
一
層
努
力
し

て
ゆ
き
た
い
と
俘
じ
ま
ず
。

（
婦
人
会
長
　
田
中
ハ
ナ
）

１

－

◇
　

卜
　
◇

生
涯
の『う
ち
で
最
も
希
望
に
み

ち
、
又
華
や
か
で
楽
し
い
時
期
で

あ
る
と
言
わ
れ
る
、
我
々
は
次
の

三
点
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す

団
の
組
織
は
宗
頭
、
中
央
、
豊
原

野
波
瀬
、
浅
田
の
五
分
団
（
館
）

か
ら
な
り
団
員
は
現
在
八
十
五
名

で
年
間
予
算
は
約
十
三
万
円
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
目
標
は

一
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
促
進

一
、
青
年
の
団
結
と
融
和

で

青
年
の
自
覚
と
責
任

で
、
青
牛
団
は
即
青
年
学
級
生
と

の
㈲
係
か
ら
両
力
に
つ
い
て
述
べ

ま
す
と
、
ま
ず
青
年
学
級
に
お
い

て
は
中
火
で
行
う
Ａ
コ
ー
ス
こ
れ

は
全
員
必
修
で
青
年
活
動
、
農
業

の
近
代
化
、
青
年
の
自
覚
と
政
治

等
が
内
容
で
年
四
回
昼
間
講
師
を

招
い
て
開
催
さ
れ
、
同
じ
く
Ｂ
コ

ー
ス
は
家
族
間
係
、
料
理
実
習
な

ど
女
子
教
養
を
目
的
に
し
、
又
各

分
館
共
各
自
の
選
択
に
よ
り
社
会

音
楽
鑑
賞
、
水
産
、
茶
道
、
洋
裁

等
同
じ
考
え
、
目
的
を
持
っ
た
者

同
志
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
毎
月
一

Ｉ
二
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

団
に
お
い
て
も
互
に
意
見
を
述

べ
合
う
学
級
生
大
会
、
各
種
研
修

会
、
そ
し
て
球
技
大
会
、
視
察
旅

行
、
盆
踊
大
会
、
駅
伝
大
会
参
加

な
ど
の
行
事
を
持
ち
機
関
誌
の
っ

息
吹
」
を
年
三
回
発
刊
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　

未
加
入
の
万
も

是
非
入
団
さ
れ
て
我
々
若
者
と
Ｉ

諸
に
楽
し
く
学
習
し
話
し
合
お
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
青
年
団
長
　
辻
野
史
朗
）

こ
れ
か
ら
の
社
教
福
祉

本
年
は
、
生
活
困
窮
者
、
身
体

節
害
者
そ
の
他
社
会
的
不
遇
者
或

は
弱
者
の
法
外
援
護
に
重
点
を
置

き
、
世
帯
史
生
資
金
、
母
子
福
祉

資
金
、
町
援
護
資
金
等
を
活
用
し

て
、
そ
の
目
立
更
生
に
努
め
る
と

共
に
、
各
柮
の
社
会
調
査
誡
は
心

配
ご
と
相
談
行
務
を
通
じ
て
、
地

域
社
会
の
欠
陥
や
不
遇
者
の
早
期

発
見
と
そ
の
対
策
に
力
を
注
ぐ
方

針
で
あ
る
。

特
に
、
青
少
年
問
題
か
重
祝
し

青
少
年
育
成
会
の
事
業
に
協
力
し

て
、
善
行
奨
励
、
非
行
防
止
の
諸

施
策
を
一
層
推
進
し
、
不
遇
児
童

の
援
護
や
鍵
っ
子
対
策
を
学
校
、

施
設
と
密
接
な
連
絡
を
も
っ
て
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
老
人
福
祉
法
の
精
神

を
生
か
し
、
不
遇
老
人
の
援
謾
に

つ
と
め
、
寿
大
学
の
事
業
に
協
賛

清

風

句

会

五

月

分

一
靼
の・
０
ら
び
擂
’リ
．の
燧
の
菜

干
　

代

新
緑
や
川
烏
映
ゆ
る
明
神
汕

だ
け
’し

快
哨
に
笠
出
つ
つ
ひ
若
葉
か
な

無
名
女

か
わ
り
ば
え
せ
ね
ど
老
の
更
衣

翁

戸
を
繰

縺
は
五
月
そ
よ
風
香
を
の

せ
て
　
　
　
　

だ
け
を

眷
の
海
満
繿
飾
の
船
祭
り

か
　
牛

句
牌
新
た
新
緑
映
ゆ
る
ユ
リ
ヤ
カ

イ
　
　
　

元

化
み
か
ん
譱
る
山
陰
城
下
町

一
　
平

つ
ぽ
焼
も
磯
の
香
も
よ
き
越
ケ
浜

梨
　
花

物
緑
の
樹
海
の
彼
方
島
六
つ

蓮
　
水

絎
な
り
と
替
へ
て
せ
め
て
も
更
衣

九
　
重

恆
例
の
誕
生
祝
五
月
晴

兎
　
史

溶
岩
の
た
だ
れ
し
肌
に
夏
目
洩
る

旬
　
一

画
展
観
て
舞
囃
子
見
て
春
偕
廿

歳
時
記
に
な
き
ス
ズ
カ
ケ
は
夏
の

花
　
　
選
者
　
雲
　
仙

次
は
六
月
一
九
日
（
土
）
に
開

催
し
ま
す
、
雑
詠
を
十
五
日
迄
に

公
民
館
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
初

め
て
の
万
は
句
は
な
く
て
も
よ
い

で
す
か
ら
出
席
し
て
下
さ
い
。

六
月
十
六
日
よ
り
の
町
内
一
斉
田
植
に
協
力
し
ま
し
よ
う

赤
痢

環
境
的
な
予
防
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
現

一
一

一

十
八
日
　
郡
市
公
民
館
連
絡
協

議
会

五
月
分
（
二
十
四
日
迄
）

死
亡
　
　
四
月
分

上
中
小
野

中
　
　
村

野
波
瀬

野
波
瀬

豊
　
　
原

小
田
　
宏

有
馬
和
彦

河
野
雅
美

上
田
小
百
合

山
崎
伸
二

交
通
安
全

歩
こ
う
運

動家
庭
に
於

け
る
話
台

明
る
く
選
挙

正
し
い
、・
。

時
問
励
行

呉
休
日
の

徴
底
　
　
一
泊
旅
行

祖
元
崇
拝

家
㈲
の
秩
序

道
㈲
局
揚

家
庭
和
楽

生
産
増
強

貯
蓄
強
化

結
婚
簡
素

食
生
活
　
一
目

改
善
　
　
旅
行

体
位
向
上

家
計
簿
の

察
珀
良
行

国
旗
掲
揚

成
人
の
祝

愛
そ
う
連
動

政
治
認
識

議
会
傍
聴
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